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「自閉症スペクトラム障害の児童への造形活動の実践 (N)J
一表現と集団活動を促す造形と遊びのサマースクールー
安田悟 1) 岡田智 2)
1 .活動の目的
「造形と遊びのサマースクール」の活動は.共立女子大学家政学部児童学科付設の「発達相談・
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f n 閉症スペクトラムI~'II::の児窓への造形ilfj !lf}jの実践 (N )J 
な体凧が少し揚がるまでは)~lを支えながら一緒に走っていくように呼びかけた。 できれば部ちてき
たl時にも受け止められるように揚がった胤に付-き添って走ること与も伝えた。
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揚げ糸を持って走りたい意欲を誰もが見せていたが.その役目が一巡した辺りから全員の疲れも
見え始めた。立体凧に付き添って走り.凧が落ちる時に丁寧に受け止めると凧も無事だ‘ったが.揚
げ糸を持って走る子どもの走力にメンバーが追いつかない場合.凧は地面に衝突して部分が割れた
り.角が欠けたりしてしまった。前方に向かい夢中で走る子どもは凧が落ちてもすぐに気付かず落
ちたまま引きずり.メンバーから大きな声を掛けられていた。
立体凧は壊れやすいことや，巨大なので揚がらないこともあること 割れた場合は布テープで修
理ができることなどを凧揚げの事前に説明し予測をさせていたので.壊れてしまうことやうまく上
がらないことで.あきらめてしまったり.パニックになってしまったりする子どもはいなかった。
それでも子どもたちは凧をテープで修理しながら，飽きることなく凧を空中に浮かし続け，遅しく
夢中であった。凧上げ遊びの収束は 立体凧がかなりのダメージを受けてからのこととなった。
U 総合考察
子どもたちに対しては個別の対応にも柔軟性を持ち.集団行為の結果を求めての強い促しゃ制限
を強いるのではなく.子どもの側からのアプローチや興味を持ち始めることを受け止め.こだわっ
て熱中することを尊重していくことも.スタッフ問の共通認識として持ち合わせることができてい
た。そのことがあって 個の表現から集団造形へとプログラムを展開することができ.子どもたち
に満足感と達成感を味あわせることができたと思われる。事後のアンケート結果や保護者との面接
では.どの子どもたちも楽しかったこと.チャレンジできたことなどを家庭に持ち帰り親に感想を
述べており.次年度も継続を希望するとのことであった。この結果からも.本プログラムは参加児
童に対して一定の成果を得られたといえよう。
2日間に亘る活動を無事に終えて 造形活動の内容とながれにいくつかの課題を見出すことがで
きた。当初計画していたパラバルーン遊びの中で.布を空中に大きく膨らませてパラバルーン自体
を舞い上げる活動が成功しなかったことについては 素材そのものに課題が残った。綿布について
の強度は適正であったが.空気の流れが生む浮力に対してはその重さが足伽となってしまった。
また.制作活動後や遊び活動後の片づけ.運搬などはスタッフにとってハードな作業になったが.
何とかこなすことが出来た。移動の際に運ぶ物品などへの対応や片付け等については，活動のなが
れの中に組み込むことも出来ていたが.様々なかたちで予測していた以上に片付け作業の必要性が
出てきたことから，時間の余裕がなくなってきた場面も時折見受けられた。造形活動においては片
付け作業を含めて活動の一環として組み込むことが理想であるが.そうした片付け作業を子どもた
ちの参加活動として一連のながれのなかでどのように組み込んでいくかが今後の課題となってくる。
今回のサマースクール活動のエリアは.屋外を含めた広い範囲であることから活動場所.天候.
施設の共有等，様々な場面に配慮しながら綿密な計画を立てて実施していくことが必要であった。
そうした予測と準備が十全な上で現場においては.より柔軟な対応や思考が必要であると感じてい
る。
-87一
「自閉症スペクトラム障害の児意への造形活動の実践(町)J
この活動の翌年には.K市の通級指導学級の先生方と共同で，通級児童に向けた造形活動を行
い，地域や教育への展開も試みた。活動の提供者として.今回のような大きな活動ができる機会を
通常の教育のなかにどう組み込んでいくか.どんな形でアプローチしていくのか.という点も学校
教育の文脈の中で考えていかなければならない課題であろう。
謝辞
第4聞の造形・と遊びのサマースクールに参加し.多大なる示唆を与えてくれた子どもたちとその
保護者.子どもたちを紹介してくれた狛江市及び小平市の通級指導の先生方に大変感謝いたします。
また.9名の学生スタッフは準備計画の段階から携わり活動を支えてくれました。特に，大学院生
福地弘美さんは2008年初回から活動に参加し安問と岡聞を支えてくれましたロ謝意を表したい。
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